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2017 年度中堅職員ステップアップ研修                                   平成 29 年 6 月 20 日 

                                         

「政策動向の分析」 

 

福岡女子短期大学 永利和則 

 

１ はじめに 

  

２ 公共図書館の現状  

2-1 公共図書館の定義は? 

2-2 公共図書館の統計は? 

 2-3 公共図書館に関係深い法律は? 日本国憲法、教育基本法、社会教育法等の改正 

2-4 公共図書館の歴史? 戦前と戦後の違い、中小レポート、市民の図書館、民間を活用した図書館の

運営形態 

 

３ 図書館法第 3 条の具現化 

3-1 さまざまなサービス  

3-2 これからの図書館像～地域を支える情報拠点、地域の課題解決～ 

3-3 人・まち・社会を育む情報拠点を目指して～図書館実践事例集～ 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/jirei/index.htm 

【参考】 小郡市でのサービス(移動図書館車、一般・高齢者・病院入院患者支援、図書館海援隊「就

業支援」、ブックスタート、家読、学校図書館支援センター、学校との連携など) 

 

４ 自治体と図書館をめぐる国の動きは?  

4-1「自立、共同、創造」(第 2 期教育振興基本計画) 

4-2 第３期教育振興基本計画の策定に向けた基本的な考え方 

4-3「学校図書館との連携強化、家読、ビブリオバトル」(第 3 次子ども読書活動推進基本計画) 

 4-4「教育長、統合教育会議、教育委員会、大綱」(地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律) 

4-5「「学び」と「活動」の循環」(第 8 期中央教育審議会生涯学習分科会による生涯学習振興の基本

的方向性の整理) 

4-6「ボランティア活動、管理委託、館長の資質」(公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準の改

正) 

 4-7「国立国会図書館の電子化、障害者サービス」(著作権改正) 
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 4-8「『合理的配慮』の提供義務、ガイドライン」(障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律) 

 4-9「まち・ひと・しごと創生本部の設置、地方版総合戦略の策定」(まち・ひと・しごと創生法) 

 4-10「長期的視野に立った老朽化対策、トータルコストの縮減」(公共施設等総合管理計画の策定要請) 

4-11「財務書類の活用、財務運営上の目標設定、資産の適切な管理、セグメント分析、情報開示」(地

方公会計の整備促進) 

4-12「地方財政制度改革、トップランナー方式、地方財政の「見える化」」(経済・財政一体改革の具

体化・加速に向けた地方行財政の取組) 

4-13「国や人口 20 万人以上の地方公共団体等を対象、図書館にも拡大」(多様な PPP/PFI 手法導入を

優先的に検討するための指針) 

4-14「子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのない社会の実現」 

(子どもの貧困対策の推進に関する法律) 

4-15「生活保護制度の見直し、生活困窮者対策への総合的な取り組み」「厚生労働省の学習支援に関す

るモデル事業」 (生活困窮者自立支援法) 

4-16「一億総活躍社会の実現」(ニッポン⼀億総活躍プラン) 

4-17「図書館資源を活用した困難地域等における読書・学習機会提供事業」文部科学省の平成29年度

予算 

4-18図書館協議会の地方財政措置(文部科学省) 

4-19「マイナンバーカード」の「図書館カード」使用での論点・課題整理(総務省) 

4-20「住民に対して思想・意見その他種々の情報を含む図書館資料を提供して、住民の教養を高める

こと等を目的とする公的な場」(船橋市西図書館蔵書廃棄事件裁判の最高裁判決) 

 

５ 求められる学力と学校図書館のあり方 

5-1 教科書にも出ている PISA 調査の問題 

5-2PISA 調査で明らかになった日本人の課題? 

5-3 教育の目標を達成するための学習指導要領 

5-4 新しい学力を育む「探求学習」・「課題解決型学習」 

5-5「21 世紀型能力」の提案 

5-6 全国学力・学習状況調査とは 

5-7 大学入学希望者学力評価テスト(仮称)とは? 

5-8 文部科学省が学校図書館の整備充実を PR 

5-9 学校図書館の統計 

5-10 学校図書館と特別支援、9 種類の障害特性と 11 種類のサポート方法 

5-11 これからの学校図書館の活用の在り方等について(報告) 

5-12 学校図書館法の一部を改正する法律 
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5-13 これからの学校図書館担当職員に求められる役割・職務及びその資質能力の向上方策等について 

(報告) 

5-14 これからの学校図書館の整備充実について(報告) 

5-15 学校図書館の整備充実について（通知）「学校図書館ガイドライン」「学校司書のモデルカリキュ   

ラム」(通知) 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1380597.htm 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1380587.htm 

 

6 まとめ 

(1)これからの公共図書館 

 ①平等を保障する公共図書館 

 ②教育を担う公共図書館 

 ③地域の課題を解決する公共図書館 

 ④時間と空間をつなぐ公共図書館 

 (2)これからの学校図書館 

  ①「生きる力」を育む学校図書館の新たな展開 

  ②学校図書館の地域間格差の是正 

  ③学校図書館に関わる職員を支援する体制の強化 

 (3)ランガナタンの図書館学の 5 法則 

 

7 参考図書 

(1)公共図書館サービス・運動の歴史 1 そのルーツから戦後にかけて、2 戦後の出発から現代まで 小

川徹・奥泉和久・小黒浩司著 2006 年 日本図書館協会 

(2)現代の公共図書館・半世紀の歩み 是枝英子他編著 1995 年 日本図書館協会 

(3)児童図書館サービス 1 運営・サービス論、2 児童資料・資料組織論 日本図書館協会児童青少年

委員会・児童図書館サービス編集委員会編 2011 年 日本図書館協会 

(4)児童サービスの歴史 汐﨑順子著 2007 年 創元社 

(5)先生が本(おはなし)なんだね 伊藤明美著 2016 年 小澤昔ばなし研究所 

(6)読書教育への招待 国立政策研究所編 2010 年 東洋館出版社  

(7)ヤングアダルトサービス入門 半田雄二著、半田雄二論文編集委員会編 1999 年 教育史料出版会 

(8)近代公共図書館年表 1867～2005 奥泉和久編著 2009 年 日本図書館協会 

(9)市民の図書館 増補版 日本図書館協会編 1976 年 日本図書館協会 

(10)図書館のめざすもの 新版 竹内悊編・訳 2014 年 日本図書館協会 

(11)図書館の歩む道 ランガナタン博士の五法則に学ぶ 竹内悊解説 2010 年 日本図書館協会 
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(12)日本図書館協会図書館員への招待 四訂版 塩見昇編著 2012 年 教育史料出版会 

(13)図書館のしごと 国際交流基金関西国際センター編著 2013 年 読書工房 

(14)図書館と法、図書館の諸問題への法的アプローチ 鑓水三千夫著 2009 年 日本図書館協会 

(15)新図書館法と現代の図書館 塩見昇・山口源治郎編著 2009 年 日本図書館協会 

(16)図書館の自由に関する事例集 日本図書館協会図書館の自由委員会編 2008 年 日本図書館協会 

(17)図書館の発展を求めて 塩見昇著作集 塩見昇先生古希記念事業会編 2007 年 日本図書館協会 

(18)ぼくは、図書館がすき 漆原宏写真集 漆原宏著 2013 年 日本図書館協会 

(19)未来をつくる図書館 菅谷明子著 2003 年 岩波書店 

(20)デンマークのにぎやかな公共図書館 吉田右子著 2010 年 新評論 

(21)つながる図書館、コミュニティの各をめざす試み 猪谷千香著 2014 年 筑摩書房 

(22)町の未来をこの手でつくる 猪谷千香著 2016 年 幻冬社 

(23)地方自治と図書館 片山善博・糸賀雅児著 2016 年 勁草書房 

(24)図書館はまちのたからもの 内野安彦著 2016 年 日外アソシエーツ 

(25)図書館長論の試み 内野安彦著 2014 年 樹村房 

(26)はなぼん、わくわく演出マネジメント 花井裕一郎著 2012 年 文屋 

(27)走れ!移動図書館 鎌倉幸子著 2014 年 筑摩書房 

(28)疎開した 40 万冊の図書 金髙謙二著 2013 年 幻戯社 

(29)困ったときには図書館へ 図書館海援隊の挑戦 神代浩編著 2014 年 悠光堂 

(30)困ったときには図書館へ 2 学校図書館の挑戦と可能性 神代浩・中山美由紀編著 2015 年 悠光

堂 

(31)みんなで考えるこんなときどうするの?  日本図書館協会図書館政策企画委員会『こんなときどう

するの?』改訂版編集チーム編 2014 年 日本図書館協会 

(32)教育の方法 佐藤学著 2010 年 左右社 

(33)学力政策の比較社会学 国内編 志水宏吉・髙田一宏編著 2012 年 明石書房 

(34)子どもたちに「未来の学力」を 福田誠治著 2008 年 東海大学出版会 

(35)思考力の鍛え方 桑田てるみ編著 2010 年 静岡学術出版 

(36)中学生・高校生のための探求学習スキルワーク 桑田てるみ著 2012 年 全国学校図書館協議会 

(37)教育を変える学校図書館 塩見昇編著 2006 年 風間社 

(38)言語活動と探究的な学習の授業デザイン 塩谷京子・堀田龍也編著 2013 年 三省堂 

(39)学校図書館ハンドブック 「学校図書館ハンドブック」作成委員会 2011 年 大分県立図書館 

(40)司書教諭と司書のための学校図書館必携 理論と実践 全国学校図書館協議会監修 2015 年 悠

光堂 

(41)協働する学校図書館 吉岡裕子著 2010 年 少年写真新聞社 

(42)学校図書館発 育てます!調べる力・考える力 遊佐幸枝著 2011 年 少年写真新聞社 
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(43)学校図書館活用あらかわモデルプラン資料ダイジェスト版 荒川区編 2013 年 国土社 

(44)東出雲発!学校図書館改革の軌跡 原田由紀子著 2012 年 国土社 

(45)学校司書ってこんな仕事 学校図書館問題研究会編 2014 年 かもがわ出版 

(46)学校司書たちの開拓記 五十嵐絹子・藤田利江編著 2012 年 国土社 

(47)学校図書館の力を活かす 五十嵐絹子・藤田利江編著 2013 年 国土社 

(48)学びを拓く授業モデル 五十嵐絹子・藤田利江編著 2014 年 国土社 

(49)学校ブックトーク入門 高桑弥須子著 2011 年 教文社 

(50)一人ひとりの読書を支える学校図書館 野口武悟編著 2010 年 読書工房 

(51)多様性と出会う学校図書館 野口武悟・成松一郎編著 2015 年 読書工房 

(52)図書館のアクセシビリティ 野口武悟・植村八潮編著 2016 年 樹村房 

(53)障害者サービスと著作権法 日本図書館協会障害者サービス委員会、著作権委員会編 2014 年 日本

図書館協会  

(54)からだといのちに出会うブックガイド 健康情報プロジェクト+からだとこころの発見塾編 2008

年 読書工房 

(55)ＬＬブックを届ける 藤沢和子・服部敦司編著 2009 年 読書工房 

(56)多文化に出会うガイドブック 世界とつながる子どもの本棚プロジェクト編著 2011 年 読書工

房 

 

8 図書館関係機関・団体等一覧 

(1)日本図書館協会（JLA、日図協、「図書館雑誌」）http://www.jla.or.jp/ 

(2)国立国会図書館 http://www.ndl.go.jp/ 

(3)国立国会図書館国際子ども図書館 http://www.kodomo.go.jp/ 

(4)全国公共図書館協議会（全公図） 

http://www.library.metro.tokyo.jp/tabid/2266/Default.aspx 

(5)全国学校図書館協議会（ＳＬＡ、「学校図書館」）http://www.j-sla.or.jp/ 

(6)図書館問題研究会（図問研、「みんなの図書館」）http://tomonken.sakura.ne.jp/tomonken/ 

(7)学校図書館問題研究会（学図研、「がくと」） http://gakutoken.net/ 

(8)児童図書館研究会（児図研、「こどものとしょかん」）http://www.jitoken.com/ 

(9)日本子どもの本研究会（JASCL、「子どもの本棚」） 

https://www.jasclhonken.com/ 

(10)日本図書館研究会（日図研、「図書館界」）http://www.nal-lib.jp/ 

(11)日本図書館情報学会（「日本図書館情報学会誌」）http://www.jslis.jp/ 

(12)西日本図書館学会（西図、「図書館学」）http://nishito.info/  

(13)ヤングアダルトサービス研究会(YA 研、「ヤングアダルトサービス研究会通信」) 
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http://yalib1994.web.fc2.com/ 

(14)むすびめの会(図書館と在住外国人を結ぶ会、「むすびめ 2000」)  

https://sites.google.com/site/musubimenokainew/   

(15)図書館友の会全国連絡会(図友連) http://totomoren.net/ 

(16)図書館振興財団 http://www.toshokan.or.jp/ 

(17)文字・活字文化推進機構 http://www.mojikatsuji.or.jp/ 

(18)親子読書地域文庫全国連絡会(親地連、「子どもと読書」)http://oyatiren.net/ 

(19)学校図書館を考える全国連絡会 http://www.open-school-library.jp/ 

(20)先生のための授業に役立つ学校図書館活用データベース(東京学芸大学) 

http://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/htdocs/  

(21)NPO ブックスタート http://www.bookstart.or.jp/ 

(22)saveMLAK (博物館・美術館、図書館、文書館、公民館の被災・救援情報) 

http://savemlak.jp/ 

(23)全国の学校図書館に人を!の夢と運動をつなぐ情報交流紙(ぱっちわーく) 

http://patchwork.la.coocan.jp/ 

 



2017(平成 29)年 5 月 15 日 

 

2017 年度中堅職員ステップアップ研修 

受講生の皆様 

 

福岡女子短期大学 永利和則 

 

受講にあたっての事前学習と課題提出のお願い 

 

このたびは、日本図書館協会 2017 年度中堅職員ステップアップ研修を受講し

ていただきありがとうございます。 

さて、6 月 20 日(火) 9:00～12:00 に「政策動向の分析」の事前学習として

当日使用する資料とレジメをお送りいたします。たくさんの資料があり戸惑わ

れるかと思いますが、当日は資料のポイントを紹介するだけの時間しか取れな

いと思いますので、一通り目を通しておいてください。 

次に、事前課題として、当日講座の中で使用するワーキングペーパーを 6 月 2

日(金)までに事務局まで提出をお願いします。 

ワーキングペーパーは、レジメの「４ 自治体と図書館をめぐる国の動きは?」

と「５ 求められる学力と学校図書館のあり方」の部分を参考に作成してくだ

さい。作成していただいたワーキングペーパーによって、当日、受講生の皆様

同士でディスカッションをしながら、これからの公共図書館の課題や方向性を

探っていただきます。 

作成にあたっては、受講生自身が勤務されている図書館がある自治体の総合

計画、教育大綱、子ども読書活動推進計画などに図書館がどのように位置づけ

られているかを確認するよう留意してください。 

また、「3-3 人・まち・社会を育む情報拠点を目指して～図書館実践事例集～」

(http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/tosho/jirei/index.htm)では、さまざま

な図書館の事例が紹介されていますので、参照してください。 

なお、資料の読み方は、資料の頭に振っている数字(例えば、2-2 公共図書館

経年変化(2016))とレジメの中の項目の数字(例えば、2-2 公共図書館の統計は?)

が一致するようにしています。 

以上、どうぞよろしくお願いいたします。 



2017 年度中堅職員ステップアップ研修ワーキングペーパー  

                      平成 29 年 6 月 20 日 

                                         

「政策動向の分析」 

 

課題Ⅰ 「自治体と図書館をめぐる国の動きは?」 

 1 あなたが関心をもった国の動きは? 

 

2 あなたが影響を受けると思った国の動きは? 

 

3 あなたが図書館で取り入れることができると思った国の動きは? 

 

 

 

課題Ⅱ 「求められる学力と学校図書館のあり方」 

 1 あなたが関心をもった学校図書館のあり方は? 

 

2 あなたが影響を受けると思った学校図書館のあり方は? 

 

3 あなたが図書館で取り入れることができると思った学校図書館のあり方は? 

 

 

 

課題Ⅲ 「まとめ」 

 1 あなたの自治体の今後の方向性は? 

 


